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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２５】
　本発明について好ましい設計を用いて説明してきたが、本発明は、ここでの開示内容の
精神と範囲内でさらに改変することができる。従って、本出願は、本発明の一般的な原理
を利用した本発明のあらゆるバリエーション、利用、適応化を含むものとする。さらに、
本出願は、ここでの開示内容以外でも、本発明に関係していて添付の請求項の範囲に入る
本分野で知られていることや慣行となっていることに含まれるのであれば、そのような開
示されていない内容もカバーするものとする。
　また、一実施形態では、前記複数の人工脛骨が少なくとも８つの人工脛骨を含み、前記
人工脛骨のそれぞれが順番に大きくなり、前記人工脛骨のそれぞれが、順番において次に
小さい後－内側増分の後－内側増分より多いそれぞれの後－内側増分を規定するとともに
、順番において次に小さい後－内側増分の後－外側増分より多いそれぞれの後－外側増分
を規定する、人工脛骨のファミリーが提供される。
　また、一実施形態では、前記複数の人工脛骨が少なくとも９つの人工脛骨を含み、前記
人工脛骨のそれぞれが順番に大きくなっていき、前記人工脛骨のそれぞれが、順番におい
て次に小さい後－内側増分の後－内側増分より多いそれぞれの後－内側増分を規定すると
ともに、順番において次に小さい後－内側増分の後－外側増分より多いそれぞれの後－外
側増分を規定する、人工脛骨のファミリーが提供される。
　また、一実施形態では、前記プロテーゼ外周（２００）のそれぞれが、前縁（２０２）
と、前記外側区画（２０）に対応する外側外周を備え、前記外側外周が、前記前縁とは概
ね反対側にあって前記外側区画の後方境界線を形成する外側後縁（２０４）と、前記前縁
に対して実質的に垂直な接線（２１２Ａ）を規定する外側縁（２１２）と、前記前縁と前
記外側縁との間にある角度掃引範囲（２Ｌ）を占める前－外側コーナーを含み、前記後－
外側コーナーは、前記外側縁に対して前記前－外側コーナーの反対側に位置し、前記外側
縁と前記外側後縁との間にある角度掃引範囲（４Ｌ）を占める、人工脛骨のファミリーを
提供する。
　また、一実施形態では、前記後－外側距離（ＤＬＰ）が、前記前後軸から１２０度の角
度をなす線に沿って前記図心（Ｃ）から前記プロテーゼ外周（２００）まで延びる、人工
脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記プロテーゼ外周（２００）のそれぞれが、前縁（２０２）
と、前記内側区画（２２）に対応する内側外周と、を備え、前記内側外周が、前記前縁と
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は概ね反対側にあって前記内側区画の後方境界線を形成する内側後縁（２０６）と、前記
前縁に対して実質的に垂直な接線（２２２Ａ）を規定する内側縁（２２２）と、前記前縁
と前記内側縁との間にある角度掃引範囲（１Ｒ）を占める前－内側コーナーと、を含み、
前記後－内側コーナーは、前記内側縁に対して前記前－内側コーナーの反対側に位置し、
前記内側縁と前記内側後縁との間にある角度掃引範囲（３Ｒ）を占める、人工脛骨のファ
ミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記後－内側距離（ＤＭＰ）が、前記前後軸から１３０度の角
度をなす線に沿って前記図心（Ｃ）から前記プロテーゼ外周（２００）まで延びる、人工
脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記複数の人工脛骨が複数の脛骨ベースプレート（１２）を備
える、人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、複数の脛骨支持部品（１４）と組み合わされ、前記複数の脛骨
支持部品のそれぞれが、前記複数の人工脛骨のうちの１つの外側区画（２０）に関係し前
記プロテーゼ外周（２００）に実質的に対応する外側部（３９）と、前記複数の人工脛骨
のうちの１つの内側区画（２２）に関係し前記プロテーゼ外周（２００）と少なくとも部
分的に一致しない内側部（４１）と、を備える、人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記複数の脛骨ベースプレート（１２）のそれぞれが、前記内
側区画（２２）に後内側ベースプレート斜面部（３２）を含み、前記複数の脛骨支持部品
（１４）のそれぞれが、前記内側部（４１）に形成された後内側支持斜面部（５０）を含
み、前記複数の脛骨支持部品のそれぞれは、前記複数の脛骨ベースプレートのうちの１つ
に取り付けられてそれぞれの人工脛骨組立体（１０）を形成し、前記ベースプレート斜面
部と前記支持斜面部とが協働して実質的に連続な斜面部を前記人工脛骨組立体に形成する
、人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記複数の脛骨支持部品（１４）のうちの少なくとも１つとあ
る屈曲範囲で関節接続するよう少なくとも１つの大腿骨部品（６０）と組み合わされる、
人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、それぞれの人工脛骨が脛骨に取り付けられるときに前記前後軸
が身体軸と揃い、前記身体軸は、後十字靭帯と脛骨との間の付着領域の幾何学的中心にあ
る後方点（ＣP）から脛骨の前結節（Ｂ）に配置される前方点（ＣA）まで延びる直線とし
て規定され、前記結節は結節幅（Ｗ）を有し、前記前方点は、前記結節上で脛骨の中点（
ＰT）からＷ／６に等しい距離だけ内側方向に離れた位置に配置される、人工脛骨のファ
ミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記複数の人工脛骨のそれぞれが、前縁（２０２）と、前記前
縁とは概ね反対側に位置し、前記外側区画（２０）と前記内側区画（２２）との間にある
ＰＣＬ切除領域（２８）とを備え、前記前後軸が前記前縁を二分し、かつ前記ＰＣＬ切除
領域を二分する、人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記内側区画（２２）が、前後軸に対して前記外側区画（２０
）と非対称であり、それにより前記プロテーゼ外周のそれぞれが、対応するサイズの脛骨
の切除された近位面の約６０％～約９０％を覆うサイズ及び形状に形成される、人工脛骨
のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記内側区画（２２）が前記前後軸と協働して内側表面積（Ｓ
ＡＭ）を取り囲み、前記外側区画（２０）が前記前後軸と協働して外側表面積（ＳＡＬ）
を取り囲み、前記内側表面積が前記外側表面積より広い、人工脛骨のファミリーを提供す
る。
　また、一実施形態では、前記複数の人工脛骨のそれぞれが、前縁（２０２）と、前記前
縁とは概ね反対側に位置し、前記外側区画（２０）の後方境界線を形成する外側後縁（２
０４）と、前記前縁とは概ね反対側に位置し、前記内側区画（２２）の後方境界線を形成
する内側後縁（２０６）を備え、前記外側区画が、前記プロテーゼ外周の前記前縁から前
記外側後縁まで延びる外側前後長（ＤＡＰＬ）を規定し、前記内側区画が、前記プロテー
ゼ外周の前記前縁から前記内側後縁まで延びる内側前後長（ＤＡＰＭ）を規定し、前記内



(3) JP 2013-536006 A5 2014.10.2

側前後長が前記外側前後長より長い、人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記後－内側コーナーが後－内側コーナー半径（Ｒ３Ｒ）を規
定し、前記後－外側コーナーが、前記後－内側コーナー半径より実質的に短い後－外側コ
ーナー半径（Ｒ４Ｌ）を規定する、人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記複数のプロテーゼ外周のそれぞれが、前縁（２０２）と、
前記前縁とは概ね反対側に位置し、前記外側区画（２０）の後方境界線を形成する外側後
縁（２０４）と、前記前縁とは概ね反対側に位置し、前記内側区画（２２）の後方境界線
を形成する内側後縁（２０６）を備え、前記外側区画が、前記前縁から前記外側後縁まで
延びる外側外周を備え、前記外側外周が複数の隣り合う外側円弧（２０８、２１０、２１
２、２１４、２１６）を規定し、その複数の隣り合う外側円弧の１つのペアが、第１の外
側半径及び第２の外側半径をそれぞれ規定し、第１の外側半径は第２の外側半径より少な
くとも１００％大きく、前記内側区画が、前記前縁から前記内側後縁まで延びる内側外周
を備え、前記内側外周が複数の隣り合う内側円弧（２２０、２２２、２２４）を規定し、
その複数の隣り合った内側円弧の１つのペアが、第１の内側半径及び第２の内側半径をそ
れぞれ規定し、第１の内側半径は第２の内側半径より７５％未満大きい、人工脛骨のファ
ミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記外側区画（２０）が複数の隣り合う外側円弧（２０８、２
１０、２１２、２１４、２１６）を規定し、前記内側区画（２２）が複数の隣り合う内側
円弧（２２０、２２２、２２４）を規定し、前記複数の隣り合う外側円弧の数が、前記複
数の隣り合う内側円弧の数より多い、人工脛骨のファミリーを提供する。
　また、一実施形態では、前記プロテーゼ外周（２００）のそれぞれが前縁（２０２）を
規定し、前記外側区画（２０）が、第１の半径中心（Ｃ２Ｌ）を有する前－外側コーナー
半径（Ｒ２Ｌ）を規定する前－外側コーナーを含み、前記内側区画（２２）が、第２の半
径中心（Ｃ１Ｒ）を有する前－内側コーナー半径（Ｒ１Ｒ）を規定する前－内側コーナー
を含み、前記内側外側軸（ＡML）が、前記プロテーゼ外周の中にあってさらに前記前後軸
に垂直な最長の線分を規定し、前記第１の径方向中心は、前記内側外側軸と前記前縁との
間に配置され、前記第２の径方向中心は、前記内側外側軸の後方に配置される、人工脛骨
のファミリーを提供する。
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